











































てきてくっ、けるのは旨くいかない，＞ 。 年の明治39年 1 0月に出版された、不折の最初の著書であ
子規自身も付け加えることに対して厳しく反対する評





















































また、 「スケァチ」 「写生」という 用語と「絵画」を
区別し、画家の構図への知的な関わりを次のように述べ 天然、の景色を詠み込むことが柏、々自在になった。 （中
ている。 略）平凡な景、平凡な句であるけれども 、 斯ういふ
景をつかまへて斯ういふ句にするといふ事がこれ迄
鉛筆若くは絵の具を用ゐて、 一本の手とか一人の人 は気の附かなかった事であったII ） 。
とかを写すことを通例スケッチといふて居る、絵画
といふ名称、は与へられない、柱一本は上手に出来て と、天然の平凡な景色を句に出来ることを発見できた体
も 、 未だ以て建築といふ名称を下す訳にはいかぬの 験を語っている。しかし、明治26年には、
と同じだ。 又人が数人画れであり、柱が百本出来て
居ても 、 矢張未だ絵画とも建築ともいふ訳にはいか 実景を俳句にする味を悟った以来愛に至って濫作の
ぬ、人は即ち人で柱は即ち柱だ。 若し其人や柱ゃに 極に達したゃうである。 実景ならば何でも句になる


















































































































を簡単 ・ 平易 ・ 淡泊・軽新とし、 「些細なる者の極めて
微なる感じを現すに適j するとしたのであった。













んとす。 （ 中｜！洛） 此新趣味は、油画に在りでは所謂
紫派となり、小説に在りではスケ＜ツ＞チ的短編と
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